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一般財団法人 北海道河川財団 求人情報 
 
 
 当法人では、下記に該当する方を求めています。当法人で仕事をしてみたいとお

考えの方は、ご応募ください。 
 ただし、過去において当法人の求人に応募して不採用となった方の再応募はでき

ません。 
 
○業務内容 
（１）河川に関する調査研究等の業務 
（２）公共土木工事に関する監督支援業務、積算技術業務、技術審査業務、 

ダム管理支援業務、工事実施計画業務並びに河川巡視等の業務 
（３）総務、経理に関する業務 
 
○応募資格 
 技術部門 下記（１）（２）（３）の全てを満たす者 
（１）○技術士（建設部門、選択科目：河川、砂防及び海岸・海洋又は建設環境） 
   ○技術士（総合技術監理部門「建設」） 

○土木学会認定技術者 
 ・特別上級（資格分野：流域・都市、調査・計画、防災、環境） 
 ・上級（資格分野：流域・都市、調査・計画、防災、環境、河川・流域） 
 ・１級（資格分野：流域・都市、調査・計画、防災、環境、河川・流域） 
○ＲＣＣＭ 
○１級土木施工管理技士 
○公共工事品質確保技術者Ⅰ又はⅡ 
のいずれかの資格を有する者又は令和６年度中に取得見込みの者 

（２）上記業務内容のいずれかに携わった経験を有する者 
   又は、公共土木工事の監理技術者、主任技術者、現場代理人、担当技術者の

経験を有する者 
（３）普通自動車運転免許を有する者 
 
 事務部門 下記（１）（２）の全てを満たす者 
（１） 入札契約事務又は河川管理事務の経験を有する者 
（２） 普通自動車運転免許を有する者 
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○募集人数 
 若干名 
 
○待遇 
（１）雇用条件 
   正職員又は、嘱託職員（１年毎の更新）を、経験などを考慮して決定する 
（２）給与等 
   当財団の規定により決定する（資格手当、通勤手当等あり） 
（３）勤務場所 
   北海道内（札幌市、旭川市、帯広市、北見市 ほか） 
（４）勤務時間 
   ８：３０－１７：１５ 
（５）休日 
   土曜日、日曜日、国民の祝日、年末年始 ほか 
（６）休暇 
   年次休暇、特別休暇 
（７）保険 
   雇用保険、労災保険、健康保険、厚生年金保険 
（８）定年 
   ６５歳 
 
○提出書類 
（１）履歴書等 

履歴書（市販の様式に６カ月以内撮影の写真を貼付する。） 
   職務経歴書（様式－１に具体的に記述する。） 
   研究論文、講演等の実績があれば、そのリストを併せ提出すること。 
 
（２）論文 下記６テーマより１テーマを選択し、２，０００字以内で記述する。 

記述にあたって、必要に応じて河川を特定し、河川の特性を踏まえて、現状、

課題、対応策等について、あなた自身の言葉で表現すること。 
 

① 北海道内河川の治水事業を進める上での課題、対応策について、別紙に記載し

た国内の水災害等の事例いずれかの状況と比較しつつ、あなたの考えを述べよ。 
 

② 河川管理施設の維持管理を適切に行っていく上で堤防・ダム・床止め等から１

種類を選び、北海道で見られる課題と、今後どのようにしていくべきか、あな
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たの考えを述べよ。 
 

③ 激甚化する災害に対応し、流下能力を増大させるため河道掘削が多くの河川で

実施されている。治水、環境などの観点から河道掘削工事を進める上での留意

点について、あなたの考えを述べよ。 
 

④ 近年の激甚化・頻発化する水災害に対応するため、流域全体でリスクを分散し

被害を軽減させる「流域治水」への転換が進められている。流域治水を進める

上での留意点について、あなたの考えを述べよ。 
 

⑤ 「新たな日常」を支えるリスクに強い社会経済構造の構築に向けて、公共工事

における BIM/CIM の活用拡大や ICT 等を活用した建設現場の非接触・リモ

ート型の働き方など、インフラにおけるデジタルトランスフォーメーション

（建設 DX）の推進に当たり留意すべき事項について、あなたの考えを述べよ。 
 

⑥ 建設分野においては、技術者や技能者の高齢化や若年者の離職や入職者の減少

により労働力不足が顕著となっている。建設分野における人材の確保に当たり

留意すべき事項について、あなたの考えを述べよ。 
 
※当法人は、「北海道における河川にかかわる調査研究及び技術開発を行い、その成

果を活用した技術等を通じて、我が国の安定及び発展に寄与することを目的として

活動している」一般財団法人です。 
 
○選考方法 
（１）一次選考 資格、経験及び提出された論文にて選考する。 
（２）二次選考 一次選考をパスした者に随時面接を行い、合否を決定する。 
 
○募集期間 
 令和６年３月４日（月）～令和６年４月１６日（火） 
 
○提出書類の送付先及び問合せ先 
〒０６０－０８０７ 札幌市北区北７条西４丁目５－１ 伊藤１１０ビル 
（一財）北海道河川財団 総務部長 宛 
 電話 ０１１－７２９－８１４１ 
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別紙 
 

 近年の我が国の水災害（水害・土砂災害）等の事例 
 
 
A 平成２７年９月 関東・東北豪雨による水害 
 
B 平成２８年８月 道内における豪雨災害 
 
C 平成３０年７月 西日本を中心とした豪雨災害 
 
D 平成３０年９月 北海道胆振東部地震 
 
E 令和元年１０月 台風１９号による関東・東北等の豪雨災害 
 
F 令和２年７月  九州を中心とした豪雨災害 
 
G 令和５年７月  能登半島地震 
 


